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水産課からのお知らせ

風邪のような症状がある時

水産試験場

令和２年４月から下記２社の広告を１年間掲載することになりました。

第233号 令和 3年1月版

（電話：0858-34-3321）
掲載期間 R3.1月下旬

～R3.2月中旬
１月中旬 １１．８ ℃

平年より０．９℃低め
発行 鳥取県水産試験場（電話：0859-45-4500）

鳥取県栽培漁業センター 沈砂槽

鳥取沿岸の水温

１月は、第一鳥取丸による海洋観測がない
ため、広域水温分布図はありません。

境港水産事務所からのお知らせ

新しい漁業取締船「はやぶさ」が竣工しました

８代目となる鳥取県漁業取締船「はやぶさ」が竣工し、
令和２年１２月８日に鳥取県に引渡しとなりました。

＜主要目＞

全 長：30.10m
総トン数：72トン
乗 員：9名
（乗組員6名 その他3名）

出 力：3526kW
（1763kW×2）

速 力：36ノット以上
（巡航30ノット以上）

漁業秩序の維持と水産資源の保護のため
鳥取の海を守ります。

新船は、ステップ船首やLC型5翼プロペラを
組み合わせ、先代よりも燃費、速力が大幅に
向上しました。このことにより従来より機動的
な漁業取締が可能となりました。

キハラ式ステップ船首 キハラ式LC型5翼プロペラ

第21回水産研究・実践活動報告会（ご案内）

日 時 令和３年２⽉１０日（水）１３時３０分から１６時１５分まで
場 所 新日本海新聞社 中部本社ホール（倉吉市上井町1丁目156番地）
内 容 漁業者、県水産関係者等による水産分野の活動報告等

１．令和３年度水産関係予算説明会
２．第２１回水産研究・実践活動報告会
（１）スマート漁業推進事業について

‐漁師の皆さんと作る「海の天気予報」‐
鳥取県水産試験場 海洋資源室 研究員 藤岡 秀文

（２）⻘⾕地区におけるウニ養殖の取り組みについて（仮題）
鳥取県漁業協同組合 ⻘⾕支所 漁業者 中村 宏志

（３）漁業法改正による新たな資源管理について
鳥取県水産課 漁業調整担当 係⻑ 松田 成史

（４）シャーベットアイスの冷却・鮮度保持効果（仮題）
鳥取県境港水産事務所 係⻑ 志村 健

（５）キジハタの放流量⾒直しについて
鳥取県栽培漁業センター 増殖推進室 研究員 ⻄村 美桜

（６）コロナ禍での魚食普及の取り組み（県からのお知らせ）
鳥取県水産課 漁業振興担当 係⻑ 宮邉 伸

下記のとおり第21回水産研究・実践活動報告会を開催します。
県内の水産分野の取り組みについて、知ることができる貴重な機会です。
ぜひ、ご参加ください。 ※問い合せ︓0857-26-7317 水産課門脇
※なお、新型コロナウィルス感染症の拡大に伴い中止とする場合があります。

いつの時代も、技術とサービスをもって水産業・漁業の皆様を支援してまいります

西日本ニチモウ株式会社
本 社 山口県下関市小月小島2丁目3-17 〒750-1136

電話 083-282-4041（代表） FAX 083-282-0424

境港営業所 鳥取県境港市栄町67番地 〒684-0006 電話 0859-44-0475   FAX 0859-42-6330

共和水産株式会社
代表取締役 岩田 祐二

〒684-0006 鳥取県境港市栄町65番地
TEL:0859-44-7171（代） FAX 0859-42-6530

超音波エコーによるトラフグの雌雄判別試験
を開始しました

⽩⼦（精巣）、⿂卵を珍重する⿂種の場合、雌雄を分けて販売できる
と単価向上の可能性が高いことが知られています。

⽩⼦を珍重する代表的な⿂種としてトラフグが知られており、鳥取県
では淀江地区の延縄で漁獲され、一部は鳥取市内の活⿂料理店で提供さ
れています。

今回の予備的調査では、マダラで使われている超音波エコー画像によ
る雌雄判別技術を応⽤できるかどうかを試⾏的に検討するため、東杜
シーテック株式会社（宮城県仙台市）から防水型のポータブルエコー
「Smart Echo MX」をレンタルし、1〜3月に調査を実施します。

近い将来、雌雄別で⽤途や出荷先に合わせたトラフグの出荷が出
来るように短期集中で取り組みます。

なお、調査に御協⼒いただいている⽅々に本当に感謝しています。
予備的試験で低予算のため、レンタルも破格値、最終的な雌雄判別
は活⿂料理店にお願いするなど、本当に関係者の皆様、ありがとう
ございます。

肝臓
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エコー画像

養殖マハゼを使った県西部の郷土料理
「ごずの昆布巻き」の調理講習が開催されました

実習風景

○当場では三光株式会社と共同で、平成３０年度から中海資源の有
効活用と中海の特産品を作る目的で、マハゼの陸上養殖試験に取
り組んでいます。

○初夏に中海の浅場で採取した天然種苗を用い、三光（株）が所有
する工場の排熱を利用した加温可能な水槽で約5か月飼育。本年度
は約１,２５０尾試験生産（平均体長13ｃｍ,平均重量35g）できました。

○この養殖マハゼを使った「ごずの昆布巻き」の調理講習が境港総
合技術高等学校で1月18日に行われ、食品・ビジネス科の３年生１２
名が課題研究として取り組み、市内の割烹料理店 味処「美佐」の濱
野さんに指導を受けながら、県西部で正月料理として愛されてきた
郷土料理づくりに挑戦しました。

○予め干したマハゼを昆布で巻き、甘さのある調味
だれで炊き上げて調理し、試食後、生徒から美味
しいとの声が聞かれました。地元の食文化を体感
する絶好の機会となりました。

実習前にマハゼ養殖について説明する
三光（株）松本 一好さん

完成したごずの昆布巻き


